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12
月
16
日
、
令
和
4
年
度

な
ご
や
か
ク
ラ
ブ
研
修
会
が

日
本
特
殊
陶
業
市
民
会
館

フ
ォ
レ
ス
ト
ホ
ー
ル
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
単

位
ク
ラ
ブ
よ
り
、
6
2
0
名

が
参
加
。

　

開
会
の
あ
い
さ
つ
後
、
北

区
老
連
・
千
種
区
老
連
に
よ

る
「
芸
能
発
表
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
躍
動
感
あ
る
素
晴

ら
し
い
舞
台
に
会
場
か
ら
は

惜
し
み
な
い
拍
手
。
笑
顔
が

溢
れ
、
あ
た
た
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

休
憩
を
挟
み
、
ち
く
さ
病

院
理
事
長
・
加
藤
豊
氏
を
講

師
に
迎
え
、
講
演
会
へ
と
移

り
ま
し
た
。

◆
講
演
要
旨

　
人
生
会
議
の
す
す
め
か
た

　    

―
千
種
区
版

　
　
　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

　
　
　
ノ
ー
ト
を
中
心
に
―

　
医
療
法
人
豊
隆
会  
ち
く
さ
病
院

　 

　
　
理
事
長  

加
藤 
豊 

氏

　

あ
な
た
は
「
も
し
も
の
こ

と
」
を
考
え
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
。
自
身
の
希
望
や
価

値
観
は
、
そ
の
後
の
生
活
や

医
療
・
ケ
ア
を
受
け
る
た
め

に
、
と
て
も
重
要
な
役
割
を

果
た
し
ま
す
。
約
70
％
以
上

の
方
は
人
生
の
最
終
段
階
で

医
療
に
関
す
る
意
思
を
表
明

で
き
な
い
そ
う
で
す
。

　

望
む
医
療
や
ケ
ア
に
つ
い

て
前
も
っ
て
考
え
、
大
切
な

人
と
繰
り
返
し
話
し
合
い
、

共
有
す
る
取
り
組
み
を
「
人

生
会
議
（
A
C
P
：
ア
ド
バ

ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）」

と
呼
び
ま
す
。

　

人
生
会
議
を
進
め
る
き
っ
か
け
に

な
る
よ
う
、
千
種
区
版
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
「
私
の
想
い
を
つ
な
い
で

帳
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
目
的
は
次

の
通
り
で
す
。

⑴
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
考
え
る
（
人

　
生
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
時

　
間
を
考
え
る
）

⑵
人
生
の
最
終
段
階
を
考
え
る
（
医

　
療
や
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き

　
に
意
思
表
示
の
方
法
や
希
望
な
ど

　
を
考
え
る
）

⑶
大
切
な
人
と
語
り
合
う
（
相
談
し

　
に
く
い
こ
と
も
含
め
、
気
軽
に
語

　
り
合
う
）

　

こ
の
よ
う
に
人
生
の
最
終
段
階
に

つ
い
て
考
え
、
周
囲
の
信
頼
す
る
人

た
ち
に
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
今
回
の
紹
介
事
例
を
参
考
に
、

自
分
に
合
っ
た
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
を
作
成
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
心
身

の
状
態
に
応
じ
て
、
意
思
は
変
化
し

ま
す
。
何
度
で
も
繰
り
返
し
考
え
、

話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
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天寿会「フラダンス」天寿会「フラダンス」

加藤 豊 氏加藤 豊 氏

　

港
区
の
西
部
、
旧
南
陽
地
区
は
い

ま
だ
田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い
る
。

そ
の
ま
た
西
方
、
福
田
川
左
岸
堤
防

付
近
に
樹
木
が
茂
り
、
道
路
よ
り
3

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
盛
り
上
げ
ら
れ
た
場

所
に
「
高
地
蔵
」
と
呼
ば
れ
る
延
命

地
蔵
尊
が
祭
ら
れ
て
い
る
。

　

と
き
は
宝
暦
13
年（
1
7
6
3
年
）

の
暴
風
雨
の
際
、
こ
の
地
の
海
岸
に

尊
き
木
造
仏
が
流
れ
着
い
た
。
村
中

協
議
の
上
、
福
田
川
の
堤
防
に
お
堂

を
建
立
し
、
村
中
安
全
、
五
穀
豊
穣
、

武
運
長
久
、
大
病
小
病
全
快
の
大
供

養
を
執
行
し
た
。

　

こ
の
仏
像
は
貞
享
5
年（
1
6
8
8

年
）
に
八
事
山
興
正
寺
を
開
山
し
た

天
瑞
円
照
大
和
尚
（
初
代
管
長
）
自

作
の
木
造
仏
と
い
わ
れ
、
地
蔵
尊
と

し
て
は
珍
し
く
腰
掛
け
た
お
姿
で
あ

る
。

　

こ
の
お
地
蔵
さ
ま
は
「
あ
い
ち
の

む
か
し
ば
な
し
」
の
中
に
「
お
高
じ

ぞ
う
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

［
六
十
九
］

■
交
通
　
市
バ
ス
「
新
茶
屋
」
下
車
、

　
西
へ
徒
歩
10
分

港区  延命地蔵尊
～港区新茶屋五丁目～

ふるさとの四季「コーラス」ふるさとの四季「コーラス」

名古屋敬愛会「大正琴」名古屋敬愛会「大正琴」

味鋺むつみ会「銭太鼓」味鋺むつみ会「銭太鼓」


